
廿日市市の文芸碑拓本 

塩屋一里塚碑と今川貞世の歌碑                   （JR大野浦駅前） 

 

  ＪＲ大野浦駅は大正８年(1919)に開設されたが今川貞

世の「大野浦・・・」の歌から命名されたという。その駅前

広場に一里塚跡碑と今川了俊の歌碑が建立されている。 

 

 

    今川貞世（号了俊）が九州探題として 

    任地に下るとき鷹安四年（一三七一年） 

九月二十一日  當地で詠んだ歌 

 

おおのうらを  

    これかととえば 

      やまなしの 

かたえのもみじ 

    色に出でつつ 

 

大野浦の駅名は 

     この歌からとったものです 

 

 

又歌碑の横に建つ「史跡 一里塚跡」の側面には「これより東北約二十米付近」と刻まれている。 

西国街道に設けられていた一里塚は本川橋東詰めの広島元標より六里目の塚であり、小瀬川

の一里塚まで三里である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


